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親愛なるチャン博士 
 1952 年、アメリカのアレルギー学者セロン・ランドルフ博士は多種化学物質過敏
症を明らかにしました。それ以来、この疾病は、それに罹った多くの人々と、その存

在によって引き起こされた社会的な警告に示されるとおり、単にまれな症例ではなく、

新たに出現している病気であり、人の健康に対する明白な脅威となっています。 
 
 多種化学物質過敏症は、それ自身が単独に存在することはほとんどありません。患

者の多くが、電磁波過敏症、慢性疲労症候群、線維筋痛症などを併せ持っています。

これらの 4つの病理は、医学界及び科学界では、相互に作用する重複する症状を示す
"複合中枢感作疾患"として認識されています。慢性疲労症候群と線維筋痛症は、国際
疾病分類（ICD 10）に含まれています。 
 
 多種化学物質過敏症と電磁波過敏症は、日常の化学物質製品や電磁放射への最小の

曝露でも反応して、多種の全身症状を伴う後天的器質疾患です。慢性的であり曝露に

よって引き起こされる症状には、呼吸器系、消化器系、心臓血管系、内分泌系、免疫

系、皮膚系、神経系の疾患を伴う疲労があります。しかし、多種化学物質過敏症と電

磁波過敏症は ICD 10 に含まれていません。 
 
 多種化学物質過敏症と電磁波過敏症の両方はともに、多くの機会に患者らの不具合

の特性や職業的要因を認識しつつ、患者の存在 
 
 世界保健機関（WHO）と密接に関係する国際労働機関（ILO）は、その医学百科
事典に多種化学物質過敏症の能力影響を反映し、定義し、認めています。 
 
 したがって、多種化学物質過敏症と電磁波過敏症を国際疾病分類に含めることは、

非常に重要なことです。この方法により、これらの疾病に罹っている人々は、世界人

権宣言に述べられている健康ニーズ、健康管理、及びその他の関連する諸権利に関す

る認知という基本的な権利を得ることができるようになります。 
 
 これは患者にとっても、健康関連問題に関する世界最高の代表であるあなたの機関

にとっても、歴史的な機会であります。多種化学物質過敏症と電磁波過敏症の認知は、

私たちの地球の環境問題に密接に関連し、絶えず増大している公衆健康問題に私たち

が取り組むことを可能にするでしょう。 
 
 上述した全ての理由により、下記署名者は、これらの疾患を認知するためにあなた



が速やかな措置を取ることを要求します。 
 
 私たちは、多種化学物質過敏症と電磁波過敏症が疾患として連続番号で ICD 10に
含まれるべきであると信じます。それらはまた、関連する分類コード（ICF 機能障
害と社会的不利に関する国際分類）や IND（国際疾病分類）など）にも割り当てられ
るべきです。 
 
 さらに、それらの疾患はしばしば職業上の原因により発症するのだから、双方の病

理を職業病のリストに含めるよう ILO を説得するための措置がとられなくてはなり
ません。 
 
 ドイツ（(T78-4）、オーストリア（T78.4）、日本（T65.9）などの国は、すでに多
種化学物質過敏症を国の ICD 10 のコードに割り当てています。まだ ICDに含めて
いない国についても、この問題の特性、すなわち、環境毒素として働く化学的要因、

物理的要因、及び電磁界放射への曝露に対応した特定のコードが多種化学物質過敏症

と電磁波過敏症に付与されることを私たちは提案します。そのような独自のコードを

持つことは臨床的及び法的管理を容易にし、福祉、健康管理、社会、職業及び法律の

分野、そして家族の中でのこれらの疾病の認識にプラスの影響を与えるでしょう。 
 
 この文書に署名した専門家はもちろん、これらの疾患を病む人々、及び、彼らの健

康のために、環境のために、職場の健康と安全のために働く科学者、協会及び組織は、

この請願の背景にある現実の堅固さと説得力のある特性のために、そして、現在、脆

弱な状況にある人々がますます増加していることに対応するために、この請願は受け

入れられるべきであると信じます。 
 

敬具 
署名者 
（日本を含む 28カ国からの 200人以上の健康問題専門家と、健康と環境を懸念する
240以上の NGOsや財団法人からの賛同者／団体のリストは、下記のオリジナルの請
願書をご覧ください。） 
http://www.asquifyde.es/uploads/documentos/OMS-DRA.%20CHAN%20ENGLIS
H44.pdf 
 
日本からは CS 患者及び支援の NGOs 16団体と専門家 12名の賛同をいただきまし
た。 


